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【ひとことＰＲ】  

関東屈指の清流、そしてふるさとの川「那珂川」の清掃活動を通して、自然を愛する心
や清流を守ることの大切さを実感して欲しい。 
 １０年、１００年先もきれいな那珂川を守ろう！ 

 
【団体の紹介】 
 （団 体 名） 栃木県なかがわ水遊園（ 公益財団法人栃木県農業振興公社） 
（代表者名） 園長 鈴木 正光  
（活動地域） 大田原市佐良土周辺 
（活動内容） ・アユの放流会＆那珂川クリーンアップ大作戦  ＊R8 春実施 
       ・みんなの那珂川プロジェクト（那珂川清掃活動）※R8 春・秋実施予定 
（活動対象） 河川敷（那珂川）  
（活動頻度） 年１回以上  
（活動人数） 約２００名  
（一般参加） 可（ホームページよりお申込み下さい・当日参加も受付けています） 
（問合せ先） TEL 0287-98-3055  e-mail  info@tnap.or.jp  URL http://tnap.jp 
 

 



「第６回みんなの那珂川プロジェクト」  

 

【活動報告】 
 （活 動 日） 令和７年９月 21 日（日） １０：００～１２：００ 
（活動人数） １３１名  

     ※FIGHT11、TOYOTA SOCIAL fes、栃木県水産試験場、栃木県なかがわ水

遊園、大田原市、一般参加者他 
 

（拾った量） ・可燃ごみ 30L×７袋、 不燃ごみ 30L×３袋      

       ・その他(資源、危険、アルミ、スチール、ペットボトル)各 30L×1 
 

（駆 除 量） ※アレチウリ：約 310 ㎏（45L ごみ袋 1 枚あたり約 5 ㎏×62 袋分） 
 

（活動詳細） ・第６回みんなの那珂川プロジェクト(那珂川清掃活動)として FIGHT11 
(福島県・茨城県・群馬県・栃木県・山形県鶴岡市の動物園水族館のユニット)  

  や地域の団体等が連携して開催した。 
・下野新聞社主催の TOYOTA SOCIAL fes‼Presents 

～那珂川クリーンアッププロジェクト～と共催で実施した。 
・一般の参加者様にも参加していただいた。 
・那珂川とアユについてのレクチャーを開催した。 
・特定外来生物「アレチウリ」の駆除活動を清掃活動と合わせて行った。 

・清掃活動後、参加者へアユの塩焼きを配布した。 
・海ごみゼロウィーク 2025(日本財団海と日本プロジェクト)の企画として開催 

 

（実施場所）  栃木県なかがわ水遊園周辺の那珂川河川敷 
 

（参加者の声）･今回アレチウリを知って、身近にもあることに気が付いた。地域で増えてしま 
わないようにしたい。 

             ・わざとではなくてもゴミを捨ててしまうことがあるため、気を付けたい。 
             ・アユが秋で死んでしまうことを初めて知った。来年もおいしいアユが育ってほ

しい。 

(活動の様子) 

   
 



 （交流の様子） 

 
 

        
 



 

「アユの放流会＆那珂川クリーンアップ大作戦」 

 

【活動報告】 
 （活 動 日） 令和７年４月 27 日（日） １０：００～１２：００ 
（活動人数） １9６名 （※運営１０名、一般参加者１８６名） 

     ※栃木県漁業協同組合連合会、栃木県水産試験場、 

明治安田生命保険相互会社矢板営業所、栃木県なかがわ水遊園 

 
（拾った量） ・可燃ごみ   ４５L×３袋 

       ・不燃ごみ   ４５L×３袋      合計  ６袋 

 

（活動詳細） ・なかがわ水遊園のイベントとして、 

「アユの放流会＆クリーンアップ大作戦」を開催した。 

・参加者を HP(事前)・当日に募集し、事前 90 名・当日 96 名 計 186 名 

参加いただいた。 
・クリーンアップ大作戦では、那珂川河川敷で 30 分間ごみ拾いを実施した。 
・海ごみゼロウィーク 2024（日本財団海と日本プロジェクト）の企画として 

 開催し、海ごみについてのレクチャーを行った。 
・清掃活動を発信するアプリ「ピリカ」の紹介を掲示した。今回ピリカ使用 

者の参加はなかったが、会場で QRコードを読み込んでいる参加者は確認 

   された。 

・清掃活動後、放流用のアユが入ったバケツを 1人 1 杯配布し、参加者は那 

珂川へアユの放流を行った。 

 

（実施場所）  栃木県なかがわ水遊園周辺の那珂川河川敷 
 

（参加者の声）・那珂川河川敷の上流方向、下流方向の二手に分かれて清掃活動を行ったこ

とで、ほとんどの参加者がごみを見つけて拾うことができていた。 

・３世代で参加し、海ごみの多くは川から海へ流れ出たごみであることや、

生き物たちにプラスチックの影響があることを大人の方々が小さな子供た

ちに教えている様子が見られた。 

・ごみ拾いだけでなく河川敷で春の花や生き物を観察して楽しんでいる様も 

見られた。 

            ・放流前のアユの解説では、アユが１年で死んでしまうことを初めて知る参

加者も多く見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


















